
平成23年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成22年11月5日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 オリジン電気株式会社 上場取引所 東 

コード番号 6513 URL http://www.origin.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 柏木 俊雄

問合せ先責任者 （役職名） 管理本部経理部長 （氏名） 山本 誠司 TEL 03-3983-1192
四半期報告書提出予定日 平成22年11月12日 配当支払開始予定日 平成22年12月14日

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有

四半期決算説明会開催の有無 ： 有 （アナリスト向け）

1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 16,782 47.4 1,082 ― 995 ― 684 ―

22年3月期第2四半期 11,383 △43.5 △1,201 ― △1,169 ― △4,042 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 20.52 ―

22年3月期第2四半期 △121.02 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 37,111 16,286 37.7 419.62
22年3月期 35,571 16,119 38.3 408.47

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  14,000百万円 22年3月期  13,629百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

23年3月期 ― 1.50

23年3月期 
（予想）

― 3.00 4.50

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,500 36.8 2,000 ― 2,000 ― 1,200 ― 35.96



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、 
 金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に 
 基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料） ２ページ「業績予想に 
 関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  33,499,931株 22年3月期  33,499,931株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  135,263株 22年3月期  131,312株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  33,366,821株 22年3月期2Q  33,406,365株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間における国内経済は、中国をはじめとした新興国の景気拡大により、輸出の進展など

さらに回復度合いを強め、企業業績も好転してきました。一方、米国経済の回復は不透明感が増し、夏場以降急激

な円高やデフレ圧力など、景気回復の持続には不安を残す、不透明な状況となりました。 

 当社グループを取り巻く環境は、販売競争激化による一層の低価格化など厳しい状況となりましたが、高機能通

信機器関連や半導体設備関連および自動車関連分野などの市場回復に支えられ、当第２四半期連結累計期間の売上

高は167億８千２百万円（前年同期比47.4％増）となりました。 

 利益面におきましては、原価低減活動や経費削減の継続と新製品の市場投入効果により、営業利益10億８千２百

万円（前年同期は12億１百万円の営業損失）、経常利益９億９千５百万円（前年同期は11億６千９百万円の経常損

失）、四半期純利益は６億８千４百万円（前年同期は40億４千２百万円の四半期純損失）となりました。 

  

 当社グループにおける各事業の第２四半期連結累計期間の概況は次のとおりであります。 

  

［エレクトロニクス事業］ 

 エレクトロニクス事業の売上高は前年同期比53.9％増の68億７千１百万円（総売上高の40.9％）となりました。

 製品別の内訳は電源機器で、半導体・液晶ディスプレイなどの急激な需要回復に支えられ、これら製造装置向け

UV・光源用や成膜用高電圧電源の販売が伸長しました。また、通信用電源も高機能携帯電話機（スマートフォン）

の普及による通信量増大対策で基地局用電源が堅調に推移した結果、売上高は前年同期比50.2％増の48億６百万円

となりました。半導体デバイスは、太陽光発電関連の環境対応機器向けが停滞しましたが、遊技機や産業機器向け

が伸長した結果、売上高は前年同期比63.1％増の20億６千４百万円となりました。 

  

［メカトロニクス事業］ 

 メカトロニクス事業の売上高は前年同期比131.8％増の44億５百万円（総売上高の26.3％）となりました。 

 製品別の内訳は精密機構部品で、ATMなどの金融機器、半導体設備関連市場向け製品の好調な実績に加えて、回

復が遅れていた複写機・プリンター関連も伸長した結果、売上高は前年同期比74.6％増の19億４千１百万円となり

ました。システム機器は、光ディスク関連が前年同期比半減と低迷しましたが、昨年までの生産設備の投資抑制の

反動もあり、接合関連が大きく躍進し、また、太陽電池関連装置や新規事業のMDB（Mobile Display Bonder）関連

装置が順調に立ち上がった結果、売上高は前年同期比212.3％増の24億６千３百万円となりました。 

  

［ケミトロニクス事業］ 

 ケミトロニクス事業の売上高は前年同期比9.8％増の55億６百万円（総売上高の32.8％）となりました。その要

因は、中国でのパソコン・携帯電話向けの生産が予想に反し、回復遅れの傾向にありますが、国内において主力の

自動車や携帯電話向けが回復基調にあり、また、新規連結子会社の順調な受注によるものであります。  

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間の総資産は、371億１千１百万円となり、前期末より15億４千万円増加いたしまし

た。これは主に流動資産において、売上債権が23億８千７百万円、たな卸資産が７億４千８百万円増加し、長期貸

付金などの減少により固定資産が12億９千５百万円減少したことなどによるものであります。 

 負債合計は208億２千５百万円となり、前期末より13億７千４百万円増加いたしました。これは主に仕入債務が

18億９百万円増加し、長期借入金が３億円減少したことなどによるものであります。  

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 今後の連結業績予想につきましては、平成22年5月13日に発表した平成23年3月期の連結業績予想の数値を変更し

ておりません。 

 なお、連結業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。   

   

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①固定資産の減価償却費の算定方法 

 減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算出する方法によっております。 

②繰延税金資産の回収可能性の判断 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用し

ております。 

 これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。また、当会計基準等の適用開始に

よる資産除去債務の変動額は13百万円であります。 

②「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年3月10日公表分）

及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年3月10日）を適用

しております。これによる損益に与える影響はありません。 

③表示方法の変更 

 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日 内閣府令第５号)の適用により、

当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。  

  

  

  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,275 4,609

受取手形及び売掛金 12,283 9,895

商品及び製品 1,363 1,342

仕掛品 3,539 3,008

原材料及び貯蔵品 1,728 1,532

繰延税金資産 318 277

その他 149 132

貸倒引当金 △154 △130

流動資産合計 23,504 20,668

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,269 2,592

機械装置及び運搬具（純額） 1,473 1,515

土地 4,372 4,387

その他（純額） 513 1,218

有形固定資産合計 9,630 9,713

無形固定資産 1,207 1,314

投資その他の資産   

投資有価証券 2,215 2,532

繰延税金資産 207 142

その他 411 1,283

貸倒引当金 △64 △83

投資その他の資産合計 2,769 3,874

固定資産合計 13,607 14,902

資産合計 37,111 35,571
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,022 6,212

短期借入金 2,008 2,009

1年内返済予定の長期借入金 600 600

未払法人税等 104 79

賞与引当金 599 519

その他 2,158 2,186

流動負債合計 13,494 11,607

固定負債   

長期借入金 1,150 1,450

退職給付引当金 6,052 6,255

負ののれん 80 96

その他 48 41

固定負債合計 7,331 7,843

負債合計 20,825 19,451

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,103 6,103

資本剰余金 3,455 5,216

利益剰余金 4,658 2,206

自己株式 △78 △76

株主資本合計 14,138 13,450

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 246 397

為替換算調整勘定 △384 △217

評価・換算差額等合計 △138 179

少数株主持分 2,285 2,489

純資産合計 16,286 16,119

負債純資産合計 37,111 35,571
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 11,383 16,782

売上原価 9,861 12,872

売上総利益 1,522 3,910

販売費及び一般管理費 2,723 2,827

営業利益又は営業損失（△） △1,201 1,082

営業外収益   

受取利息 34 30

受取配当金 31 31

負ののれん償却額 16 16

その他 97 77

営業外収益合計 179 154

営業外費用   

支払利息 31 26

為替差損 51 117

持分法による投資損失 － 13

その他 63 84

営業外費用合計 147 241

経常利益又は経常損失（△） △1,169 995

特別利益   

投資有価証券売却益 28 －

固定資産売却益 － 0

貸倒引当金戻入額 15 －

特別利益合計 44 0

特別損失   

固定資産除却損 34 13

固定資産売却損 0 1

減損損失 31 －

投資有価証券評価損 4 47

製品補償費 506 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 11

特別損失合計 577 74

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,702 921

法人税、住民税及び事業税 122 120

法人税等調整額 2,056 △1

法人税等合計 2,178 119

少数株主損益調整前四半期純利益 － 802

少数株主利益 162 117

四半期純利益又は四半期純損失（△） △4,042 684
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 該当事項はありません。 

  

  

 当社は平成22年６月29日開催の定時株主総会決議に基づき、繰越利益剰余金の欠損填補を目的として、その他資

本剰余金及び別途積立金を減少させ、繰越利益剰余金に振替えました。この結果、第１四半期連結会計期間におい

て資本剰余金が1,761百万円減少し、利益剰余金が同額増加しております。  

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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